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イーゴリ遠征謹

(承前)

木村彰一訳

79. ああ!はるけくも鷹は飛びしょ，むら鳥を迂ふちつつ，一ーかの海さして!

80. イーゴリのたけしき勢を，はやよみがえらせるすべはない.

81. 泣き女は勇土らのあとをしたって泣きさげび，働突の声はロシア全土をはせめぐる.

82. ロシアの国の女らは，火の角の演あおりつつ，

83. <<今ははや，し、としの夫を，心に思いやることも，わが胸にうかべることも，まのあ

たり打ち見ることも，ましてやこがね，しろがねを手にとることも，かなわぬ仕犠と

はなったわいの》と涙ながらにかきくどく.

84. はらからよ，きけ，キエフは悲嘆のうめきを発し，チェノレニーゴフはまがつみに泣く.

81. r泣き女辻.• • vませめぐる.J--J 3a HHMb (P HHMも)KJIHKHy KapHa， H iKJIH (P KapHa H 
)K瓦匁 A KapHaHiKJIH) (P ，) IIOCKO可沼(PIIO CKOqH)ロoPYCKOH 3eMJIH. (P ， A .なし)KapHaと

iKJI匁はふつう polovcyの汗の名(ただし単なる想像)，あるいは(Vs.Miller以来)抽象名詞の擬人北

と解釈され， したがってまた大文字で書きはじめる Pの綴ち方が多くの校訂者によってそのまま踏
襲されています(剖えば Lixecev，17， 420; おahtigal，38， 78参照).これにたいして， Jakobson (La 

Geste， 85-6， 275) は， KapHa (二牢KapbHa< KapHTH“死者をいたむ")を「泣き女-'(BOIIJIeHHua) 
と解し，またiKJI兄 (Cantareによる LaGesteではiKeJI刃)はiKeJIπ “機突"の eが graphique-

ment ~こ b と混同され，ついでその b が何度めかの筆写のさいに書きおとされてできた形と考えて，

この 2語の辻じめの字を小文字にあらためています〈この解釈ほA.Obrφska-JabrOr1ska， 126-127 
によっても採用されています).また， Lixaとev (87) 辻， KJIHKHY， nOCKOqHが単数であることを無

視して KJIMKHyJIlf瓦apHaM )KeJI刃， IIOCKaKaJIM IIO PyCCKO員 3eMλeと訳していますが.ここは， J 

のように KapHaのあとに(，)を打つにしろ，打たないにしろ，当然， KJIHKHy KapHaとiKJI兄 noc-

KO羽のふたつの文がいわゆる chiasmusをなして接続詞日で結ぼれていると解釈するのが語当で

しょう.なお，双eJIHは古代の文献に用例の多い語ですが，とくに興味ふかし、の辻，年代記 Ipatij本

の， Kajaly河畔における Igor' 軍の敗北を記した笛所にも，この語が用いられていることです:

rOCIIO，lJ.b. . . B pa瓦OCTM MもCTO HaBe江e Ha HbI IIλa可b，M BO BeCeJIbe MもCTOiKeJIlO Ha pもuも

Ka冗沼bI(N. K. Gudzij， Xrestomatija， 73による)“ Kajaly河畔において，主は.• .喜悦のかわりに
梯泣をわれらにもたらし拾い，また歓喜のかわりに鵠突をもたらし給うた

82. r火の角の燦あおザつつ.J--JCMary (Aはこのあとに JIIO，lJ.eMbを揮入)MbI可おqHBb IIJIa-

M兄Hep03も PAは p03ものあとに(. )をおき，この分語構文全体を J81の IIOCKO羽にかけて

おり，多くの注釈者たち(例えば Lixacev，17) もこれに従っていますが， Jakoるsonは PAのし)
を(，)に訂正したうえ，この勾を次の J iKeHbI PyCKbI冗(PPycKi匁)BbCnJIaKaWaC兄 (PABもC-

IIJIaKarnaCb)にかけて解釈しています.なお r泣き女」も「燃える壌のはいった角を持つ女たちJ も，

異教時代の葬礼の慣習にもとづく形象であることは疑いありません.

84. この箇所については，年代記 Ipatij本 1185年の項にある次の記事を参照:TO 60 C.7lblrnaB出 e，

B03M匁Tornac冗 rOpO，lJ.HnoceMbCKHe， H 6bICTb cKop6b H Tyra JIおTa，完KOiKeHHKOJIHiKe He 6bIBaJIa 

BO BceMb f1oceMbH，目 BHOBもropoえも C色BepbCKOMb，H IIO Bce員BOJIOCTH4epHHroBbcKo註， KH匁3閲
覧3bIMaHHH ，lJ.pyiKHHa M3bIMaHa， H36HTa; M M兄T兄XyTbC刃 aKbIB MOTBH， rOpO，lJ.H BocTaBaxyTb. . 
(N. K. Gudzij， Xrestomatija， 75による〉“これをきくと， Sejm 河沿岸の町々は混乱におちいり，

Sejm の全流域， Novgorod-Severskij 及び Cernigovの全流域i乙いまだかつて見られなかったほ

どのはなはだしい憂愁と悲嘆とがあった. 公たちはとらえられ，また従士らもとらえられ，みな殺し

にされた.人びと詰，あたかもわなにかかったごとくあわてふためき，町々は騒然となった.• . 
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木村彰一訳

85. うれい詰ロシアの地をひたし，哀傷ははてしもしらずロシアのもなかに流れ入る.

86. 公たち，鍋牛のあらそいにうき身をやっすそのひまに，

87. 邪教の勢は勝ちに乗じてロシアの国に攻めかかり，家ごとに一匹の9すのあたいを貢

のしろにとりたてる.

88. ロシアの仇のいきおいを，早くももり返させたるは，誰あろう，かのスヴャトスラー

フの雄々しい二人の忘れがたみ，イーゴリ，フセーヴォロト.この同公が父ともたの

むキエフの都のいかしき大君スヴャトスラーフ，いかづちのごとき勢威もて，いった

んはその仇をとりひしぎ，おののかしめ給うたものを.

87. I家ごとに一匹のりすのあたいを貢のしろにとりたてるJ一-J(=PA) eMJIHxy江aHbIIO 61>.油

OT'bえBopa この句は，年代記 Lavrentij本 859年の項にある次の寄名な記事を思い出させます :A

K03apH HMaxy Ha IIOJIHHもX，H Ha C色BepもX，H Ha B克TH'1色X'b， HMaxy IIO 6色JIもお BもBepHIJ.色

OT瓦bIMa(Pov. vr. let， pod red. V. P. Adrianovoj-Peretc， Moskva-Leningrad， 1950， t. 1， 18). 

“そして xozary詰 poljane と severjane と vjatあから一戸につき銀貨一枚及びりすの毛皮一枚

ずつをとりたてた (61誌も uを 6もz色混と読めば“銀貨一枚及びりす"は“白いりす"となる)."
しかし， Slovoの書かれた 12世紀後半;こは， 6色JIKa，BeKIIIa，ないし BもBepHIJ.aは“りす"を意

味するtまかに，最低の貨幣単位でもあったようです (LaGeste， 119)から， Slovoの 6もm もそう

解釈することができます.もっとも，あるいは Lix記ev(421)の言うように，“家ごとに一匹のりす

のあたし、"を“貢のしろ"としてとったという表現法，単に polovcyが南ロシアの人民をみずから

に隷属させたというだけの意味しかないのかもしれません.

88. Iロシアの仇のいきおいを，早くもも 9返させたるは.. .イーゴリ，フセーヴォロト.• . .スヴ
ャトスラーフ.. .その仇をとりひしぎ.J-J(ニ PA).. .I1ropb H BCeBOJIO)l'b y)Ke JI)KY y6Y)lH， 
KOTOpylO TO 6HIIIe yCIIHJIも. . . CBHT'bCJIaBb. . . Lixacev (18， 421)は伝統的な解釈に従って刀法y

y6y瓦H，KOTOpylO TOを y6yぇHCTaKOTOpO夙 Ty と訂正し， JI)Ka (=JI'b)Ka) を KOBapCTBO

(立OJIOBIJ.eB)と解し， KOTopaは Igor'，V sevolod両公が，彼らの“父"(oTeIJ.b)なる Svjatoslav

Vsevolodoviとの命令に従わず，独断で polovcyにたいする遠証の軍をおこしたことを指すものと考

えています. Nahtigal (38， 79)， Obr宅bska-Jabtooska(104， 127) もほぼ同様.ただし後者は λ'b)Ka

については， Potebnja， Barsovなどの説に従って，これを“款の力"(wroga sila) と訳していま

す (LaGesteも同じ:“Bpa)KbHCHJIa"-Jakobson). La Gesteは P及び Aのテクストを，その

まま意味がとれる場合はみだりに変えないという罪即によって， KOTOpylO TOの 2字を生かしたの

でしょう.ただし， KOTOpyIO TOのように，“;J、詞"TOを現代ロシア語と同じ職詑で、使っている例
が，古代の文献にほかにも見いだされるか否かについては，べつに言及していません.

「この南公が父ともたのむ.. .スヴャトスラーフ」一一一JOTeUb (P OTeu;も)HX'b CB兄T'bCJIaBbこの

Svjatoslav辻 VsevolodOl'gov誌の長子で， 19or'の遠征当時 Kievの公であった SvjatoslavVse-

volodov記 (1194年死)を指し，従って Igor'，Vsevolod再兄弟の実父 SvjatoslavOl'goviるとは君IJ

入です. 19or'， V sevolodのいとこにあたるこの人物が，作者によって“父"とよばれているのは，

まず第一に，彼が， 当時のロシアの諸公のうち，系譜的に言って最古参者であった，という理由によ
るものです(J112で， Svjatoslavは， Igor'， V sevolod再兄弟にむかつて， 0 MO完 CbIHOBlJa“わ
がふたりの甥たち"とよびかけています). しかし， そのiまかに，作者がことさらにこの言葉を用い

たのは， Kievの公位の持っとくに重要な政治的意義を強調するためでもあったと考えることができ

ます.そして作者のこの意図は，わずかに Kiev市を領有するのみで，その周辺地域にたいする支配

権拾すべて RjurikRostislav託行1211)に握られていた沼ど弱小な公で、あった Svjatoslav(Lixacev， 

422参黒)が， Slovoでは“キエフの都のいかしき大君"(J CBHT'bCJIaBb rpo3HbI設 BeJIHKbI負 KieBb-

CKI:必〉とよばれ，また Svjatoslavらの polovcyにたいする 1183，1184年の勝手IJが華麗な hyperbole

の手法によって搭写されていることは 88“し、かづちのごとき勢威もて"以下， J 89のおわりまで〉

からも明瞭にうかがわれるところです.すべての研究者たちが一致して認めているように，諸公が

Kiev の公を中心として力を結集し，一致協力して外敵にあたる以外にロシ
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イーゴリ遠征語

89. げ、にやこの公，一騎当千のつわものどもを引き具して，フランクの太万ふりかざしつ

つ，ボーロヴヱツの地をおそい，丘をも谷をも罵蹄にかけ，i可，みずうみをくまなく
濁し，早瀬，詔地をことごとく乾し，神を信ぜぬコピヤークをば，海の入江のほと 9

にむらがるポーロヴェツの設の陣より，つむじのごとくひっ立て給えば，さしも名に

負うコピヤークも，キヱフの丘にそびえ立つスヴャトスラーフが館の広間に，無残や

どうとくずおれたのだ.

90. さればドイツびと，ヴェネツィアびと，またギヲシアびと，モラヴィアびと，もろ声

にスヴャトスラ}フのほぎ歌うたい，ありあまる宝をばカヤルイーの底に沈めたイー

ゴリ公をそしってやまぬ.ことわりかな，ボーロヴェツの汚また河は，ロシアのこが

ねにうずまるばかり.

89. '(ずにやこの公・・・ J一一J CBOHMH CH.7lHbIMH (p CH.1IhHhIMH) n.1I'hKhI (A IIO.1IKhI) H xapa-

.1Iy}KHbIMH Me可日 (PAこのあと ;) HacTynH Ha 3eM.1IIO nO.1IOBeIJ.KyIO， (P A ;) npHTonTa X.1I'hMH 

R 匁pyrhI，(P A ;) B'3MyTH (P B3MyTH) PもKbI (P PもKH)H 03epbI， (p A ;)沼ccy盟HnOTOKbI (P 
noτOKH) H OO.1IOTa， (A ;)この一宣告には， Zadon記inaに次のような parallelpassageがあります:

A CH.1IbHbIe nO.1IKH cTynHwac兄BMもCTOH npHTonTawa XO.1IMH H .1IyrbI， H B03MyT諸国ac克pもKHH 

nOTOKH H 03epa (Undol'skij文草本 LaGeste 319による). 

Svjatoslav Vsevolodov記は 1184年，つまり Igor'たちの遠征の前年， Rjurik Rostislaviとその

他の諸公とともに polovcyを攻めて大勝を博し，さらにその前年， 1183年の 7月 30Bには Rjurik，

Vladimir Gleboviとその也の諸公とともに， Dneprの左の支流 Erel'河畔;こ polovcyと諜戦をまじ

えてやはり勝手iをおさめ， 有名な Kobjak(または Bonjak)Kar1yeviと そのふたりの子， その也
多数の貴族をふくむ約 7000入の polovcyを揖虜としました.“丘をも谷をも罵時にかけ"云々は

1184年の，また“神を{言ぜぬコピャークをば"云々は 1183年の戦勝を指すものと思われます.

「i毎乃九i工のiまとり..1----JH3 (PA読3'h).1IyKy MOp兄， .1IyKyは dualになっていますから Don
河口のl寄fJlIJの Azov語沿岸地方を指すものでしょう. Kobjakの摂提地はこのあたりにあったと患わ
れます. M. Szeftel (La Geste， 119) は Donの右岸， Rostov の北に，現在“ Kobj誌の窪地"

とよばれる場所があることを指摘しています.

ケスヴャトスラーフが館の広間」一~J B'h rpH.UHHIJ.も CB兄T'hC.1IaB.1IH(A CB5ITも C.1IaBλH)rpH，UHHIJ.a 

は公の見にあった従士たち (rpH，UH<古代ノノレド語 griδ “かくれが")の溜りを指しますが，これが身

分のある捕虜を収容するにも用いられたことは Novgorod第 1年代記 1216年の項にある次のよう

な記事;二徴してあきらかです:刃pOC.1IaBB'h6er'h Bも日epe兄C.1Ia.1Ib，nOBe.1Ie B'hMeTaTH B'h norpe6'h， 

tITO eCTb HOBrOpO，lJ.hIJ.b， a HHbIX'h B rpH，lJ.HHIJ.IO， H Ty C叉 H3，lJ.'hXO田 aB'h MHO}KbCTBも〈民ovgorod-

skaja pervaja letopis'， AN  SSSR， 1950，56)“Jaroslavは Perejaslavl'ににげこみ， Novgorod入

全部を地下牢に，他の者を gridnicaに入れることを命じた.そして，ここで多くの人びとが死んだ

90. ありあまる宝をば.• .ロシアのこがねにうずまるばかり..1--J KaIOTb (A KaぉT'h) KH兄3兄
Mrop刃， H}Ke norpy3H iKHpも BO，UH色 Ka匁.1IhI:(PA なし)pもKhIOO・T1oBeu.KhI兄(PnO.1IOBeu.Ki幻
(PA ，l PycKaro 3.1IaTa HaChmawa. Lixaとev(88) は P の解釈をそのまま認め， pもKbIf10.1IOBeu-
KhI匁を Gen.Sg. (Ka5I.1IhIの同格名詞)ととり，かつ numberのちがいを無視して， HaCbma田 aを

norpy3Hと同じく H}Keの述語とみなしていますーこれにたいして J は H}Keに辻じまる関課文を

Ka5I.1IbIで打ちきり， pもKhIOO.1IOBe立KbI況を Acc.Plur. (Hacbma血 aの補語〉とし，これ以後を新し

い文作、わゆる“日eonpe，lJ.e.1IeHHO-.1IH可Hoenpe，U瓦OiKeHHe")と見るわけです.ただし， PAの punc-

tuationだ'tを変えたこの読み方は， Cantareのそれで， La Gesteで辻 Ka兄.1IbI-pもKbInO.1IOBeIJ.KbI克
. . . HaCbmaBwa.となっています.つまり PAの aoristHaChmawaを能働過去分認・男性単数対格

HaCbmaBIllaに変え， HiKeの需にある KH5I3完封rop匁の定語としたわけです(この講文については，

たとえばいわゆる“Skazanie0 Borise i Glebe にある次の文を参照 rOcnO，UHMcyce XpHcTe， HiKe 

CHMh OOpa3'hMh匁BHC匁Ha3eM.1IH， H3BO.1IHBbIH BOλeめ npHrB03，lJ.HTHC兄HaKPb 
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木村彰一訳

91. かくてわがイーゴP公は，こがねの鞍をのりすてて， とらわれび、との鞍;こ身をおく.

92. ロシアの町の鞠壁は伺黙として声を呑み，たのしかりしさざめきもいまはとだえた.

93. お習しもあれ，キエフの都の丘のうえなるスヴャトスラーフ公，ひと夜あやしの夢を

見給う.

94. のたまうよう<<ゅうベ，夜いまだふけぬに，誰ゃらん，いちいの寝床に予をねかせ，

すみぞめのきょうかたびらを着せてからに，

95. <<苦味のまじった青ヤ酒をばしきりにくんで予にさしおった.

96. <<して，神を信ぜぬベチェネークらが用いるという，矢を抜いた矢需のなかから，大

粒の荷主屋の珠を，さらさらと予の胞にあけ，

tuation以外は)しいて訂正する必要がないと認めて上にひいたような読み方に変えたのでしょう.描

訳はこの Cantareの読み方によりました. なお，向じ本のなかの R.Poggioliのイタリアの語訳
(“. • • Igor， che sprofondo. . . e colmo. . . ")は，どういうわけかこの読み方を生かしていませんが，
La Geste， 86には可能な訳し方のひとつとして“Ona rempli de l'or russe les fleuves koumans" 

というフランス訳をあげています.

93. γキエフの都の正のうえJ一一JB'b KieBもHaropax'b Kievの ropaとよばれる地帯はパ、わば

“山の手"にあたり，軍事・行政機関の所在地として，商業地区である“下町"(ToproBH山e)と対

立していました.年代記 Lavrentij本 1068年の項にある次の記事を参照.. .Hλ沿えbeKbleBCTHH 

. . CTBOp沼田aBもqeHa TOprOBHllJ，H. . . 11 Haqarna JIIOえHerOBopHTH Ha BoeBOえyHa KOCH5IqbKa ; 
H)l.Orna Ha ropy， C'b B色可a，H npH)l.Orna HaぇBOp'bKOCH兄qKOB'b... (Pov. vr. let， op. cit.， 114) 

• • .そして Kievの人びとは，下町で人民会をひらいたー-そして人びとは司令宮 Kosnjばkoを詳
読しはじめ，人民会から山の手に行き， Kosnjaekoの邸に押しょせた.. • 
ところで年R記 Ipatij本によれば， Svjatoslavが Igor'の敗戦を知ったのは，実は彼が Kievで
なく Cernigovにいた時のことでした.“この時， Vsevolodの子 Svjatoslav大公は Karaξev[Desna 

河の左の支流 Sr延長et'河にのぞむ町一一S.K.]におもむき，上流諸地方から戦士たちをあつめていた.
設はひと夏をかけて Don河畔の polovcyを攻めようとのぞんでいたのである. Svjatoslavが滑っ

て， Novgorod.Severskijのほとりにいたとき，彼はおのれの兄弟たちが，設に蕗して， polovcy遠征

におもむいたことをきいた.そしてこのことは伎に不論決であった. Svjatoslavは船で進み，仁erni-

govまで来たが，そのとき Prosの子 Belovolodが走って来て， polovcyのもとでおこったことを

Svjatoslavに告げた(孔K.Gudzij， Xrestomatija， 74による;原文省略)."

94. 古代ロシアに行なわれた風習として，死非はまず黒いきょうかたびらでつつみ，ついで新しい
衣殺を着せたうえ， さらにもう一枚のきょうかたびらでつつむことになっていたといいます (La
Geste， 121). 
96. I神を{言ぜぬベチェネークら J一一一JnoraHbIX'b TJI'bKOBHH'b (P TJIbKOBHH'b A T.'l'bKOBHHも)

“TJI'bKOBHH'b "は年代記 Lavrentij本 907年の項 (Olegによる Byzantium遠征の記事)，こも出

て来ますが，意味はよくわかりません.. .no兄)Ke[OJIer] MHO)KeCTBO BapHr，ヨ CJIOBeH'b， H可幻)l.b，

H CJIOBeHe， H KPHBH可H，H MepIO， H )l.epeB瓦兄HbI，H pa)l.HM路可H，H nOJI兄HbI， s CもBepo，I] B匁TH可H，

廷 xopBaTbI，H )l.yJIも6bI， s THBepI1.H，兄)KeCyTb TOJIKOBHHbI. . • (Pov. vr. let， op. cit.， 23). Lixa-
cev (89)は“HH03eMI1.bI"と訳し，さらに注 (425)では， この言葉が“(ロシア周辺諸地域に住む
諸種族からつのった)通訳" (V. M. Istrin)の意味であるtこせよ，あるいは“COI03廷琵K髭， nO)l.pyq-
HHKH，江a閲覧KH"の意味であるにせよ，とにかく CJIOBOの“noraHbIeTJI'bKOBbIHbI"が， polovcy 

にたいするたたかいにさいしてロシア諸公に味方したいわゆる“CBOHnoraHbIe" (torki， berendei， 

kovuiなどの〉を指すことは間違いない，ーと言っています. La Gesteはこれを pe住民gi と解し

(A. Obr空bska-Jabtoriska，152も同様)， Nahtigalは TOλ0弓bCH(=TOJIKaTbC匁 BJlIOえ叉丸田J四TbC九

rnaTaTbC兄-Dal')から派生した名詞と見て (81)，“遊牧民"(koとevniki) と訳しています (41).描

訳はかり iこLaGeste vこよりました.
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97. <<さておんごろに予をいたわるのだ.金色の屋設もまばゆいわが高殿のたるきを見れ

ば，はや親梁が失せておった.

98. <(宥のうちから，夜もすがら，灰fちからすがなきつづけ，

99. ((プレセンスクに遠からぬEのふもととおぼしきあたりに，荷援が一合あらわれ出た

と患うまもなく，青海さしてひかれて行ったわ》

「矢を法いた矢簡のなかから.. .予の胸iこあげ」一-J(二PA) T'bIllHMH Tγ♂bI. . . BeJIHKbI負iKeH-

可IOrbHa ，，'IOHO La Geste (232)， Nahtigal (80)がともにひいている N.Toll'の研究(“Oたmcuge

v sne Svjatoslava，" Seminarium Kondakovianum， Praha， 1936， 300)によれば，この笛所は紀元

副j3世記のギリシアの著作者 Phylarkhosの伝えている次のような Skythaiの風習が 12世紀のロ

シアにも知られていたことを示すもののごとくです.その愚習というのは， Skhythaiは，毎夜，寝る

前にえぴらに小石を入れるならわしであった，その日，自分が幸福だ、ったと思えば白い石を入れ，不

幸だったと思えば黒い石を入れた， さて人が死ぬと，他の人びとがそのえびらをあげて石の数をかぞ

え，故人の生謹が幸福であったか否かを判断した，というのです(なお LaGeste， loc. cit. が指摘

しているとおり，王族が小石のかわりに真珠を用いたことは大いにありうることと思われます).ToU' 

のこの考えが王しいとすれば，“えびらのなかの真珠を胞のうえにおとした"という Slovoの表現は

当然“定"を暗示するものと解することができましょう. Lixaとev(425f.)は，真珠を“涙"の象

散ととり 19or' が敗れたのは， 彼の軍に加わっていた“ noraHbIe TJI'bKOBHbI" のひとつである

kovuiの敗走がその因をなしているのだから“noraHbleT J1もKOB日在日のえびらかち真珠を胸のうえ

におとした"というのは， Svjatoslavが kovuiの敗走による 19or'のとらわれを知って涙を流した

という意味であろうと言っていますが，これはかなり牽強商会の威じがいたします.

97. :-議梁が失せておったJ-J(二 PA)6e3'b KHt.caこの表現が“死"を培示するものであるこ
とはほこんど疑いがありません (LaGeste， 350参照).なぜなら，人が死ぬと屋根iこ穴をうがち，そ

こかち疋持をはこび出すことは，よく知られた古代ロシアの習潰だからです. 年代記 Lavrentij本，

1015年の次の記事を参票、 HOqbIOiKe MeiKIO ，lJ，BeMa K況もTM区日pOHMaB辺enOMOCT'b， o6e予TもB回e

B KOBep'b白， yiKH C'bBもCHIllaHa 3eMJIIO; B'b3JIOiKb田eI1 Ha caHH， Be3'bIlle nOCTaBHlIIa白8も

CB克Tも註 5oropo且民江s..・ (Pov. vr. let， op. ci仁， 89γ‘人びとは夜中iこ二つの部屋の間にある床板iこ
穴をあけ，伎 (Vladimir1 Svjatoslaviむをじゅうたんに包み，綱で設を地下におろし，援にのせて

運び出し，聖母教会に安置した(なおいわゆる“Skazanie0 Borise Glebeのテクストもほぼこれ

と同様 N.K. Gudzij， Xrestomatija， 42を参照)."

98. つ売色からす」一--J6yCOBH (P 60CyBH A 60・CYBH，)BpaHH この訂正は Vs.Miller以来，た

いていの研究者によって採屠されています.むa1'は 6yc'b(“TeMHO-roJIy6o・cepbI員， 6ypo・，lJ，bIM羽曙

τbIH， CH306ypbI誌勺しかあげていませんが， 6yceTb I 6ycoBeTb (“CHHeTb， cepeTb門-Dal')の
doubletsがあることを思えば， 6yc'b I 6yCOB'bのそれも十分に可能であると思われます 1灰色から

すJもまた“死"の予兆であろうと忌われます (LaGeste， 350参照). 

99. 'プレセンスクに遠からぬJ一一一JY nJIもCHbCKa(A nJIもHbcKa) ふつうは年代記にも出てく
る〈除村吉太郎訳， ロシア年代記， 491， 555参照)Galie公匡の町の名と解されています〈ただし

Lixa記v，427は Kiev近辺の町と推定).Jakobson (La Geste， 350)によれば， ロシア軍が Bonjak

のひきいる polovcy fこここで惨款を喫したというし、、伝えが Ukraina，こ行なわれているそうです.

「丘のふもとJ---J(= P A) Ha 60JIOHH La Gesteが“BnO，lJ，ropbe" (192)，“au pied de la 

montagne" (57) (Cantare， 141では“suldeclivio ")等と訳しであるのによりました.ただし，こ

れらの訳の根拠は不明です. 60JIOHbは Sreznevskij こは“HH3MeHHoenOpeqbe， nOKpbIToe Tpa・

BOIO， pratum littoreum， aquarum eluvioni objectum，" Preobrazenskij には“3aJIHBHO負 JIyr，

H 
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100. 貴族たち，かしこまって答えるよう，

101. <<わが殿.われら悲嘆のあまり，はやこの胸もつぶるるばかりでありまする，

102. <<思えばかの二羽の若鷹， トムータラカンをばおとさんとて，あるいはせめて， ドン

の求をばかぶとに汲んで乾さんとて，こがねなす父誼の玉産をとび立ったるよと見

てあるに，はや邪教徒の刃にかかり，無残やつばさをそぎおとされ，その身はむな

しくくろがねのかせはめられてもがくのみ.

103. (<たたかうこと三日にして，世は暗浩たる関にとざされ，天日二つながらに光を失い，

もえさかる火の柱二つながらに消え失せて，もろともに海に沈み，新月また二つな

がら欝にかくるる存様.

「荷撞が一台 • .ひかれて行ったわ」一-J6もlIIa，lle6pbCKH caHH (P ，lle6pb KHcaHIO A ，lle6pb 
KHcaHめ)，珂 HecOlIIa兄(PA He COlIIJIIO) K'b cHHeMy MOp紅 PAのテクストが訂正を要することは

あきらかですが，その仕方は学者によってさまざまです. Jakobsonの読み方ほ吉くからあったもの

のひとつですが，ただふつうの解釈のように(調えば N.K. Gudzij， Xrestomatija， 64，関i;主)caHH 

を“竜"(3MeH)とはとらず，現代ロシア語におけると同じく“語"ととる点がちがいます.Jakob-
sonはまたえe6pbCKHcaHHを“，llpOBHH"(=“ caHH. . .，llJI克 B03KHλpOB，JIecy HJIH T兄)l{eCTe語"

-Dal')と解し (LaGeste， 87)， J 97の「親梁の揖失..1， J 98の「灰色からす」と同様，やはり“死"

の予兆と考えます (LaGeste， 350). その理虫は，揺が季節をとわず死体の運搬に用いられるいわば

枢車の役を果した，ということにあ担ます(例えば上の J97の注にひいた年代記の記事“ B'b3JIO・

iKbllIe主HacaHH" [Vladimir 1 Svjatoslavicが死んだのは 7月 15日!]や， La Geste， 87もあげ

ている VladimirMonomaxの有名な「教事1..1(Pouとen'e)の冒頭にある“cもA兄HacaHex" (Pov. 

vr. let.， op. cit.， 153;ご“s'approchantde la mort ")の句を参照).この撞，しかも死体をのせるた

めの充分の大きさを持ったえpOBHHが， Igor'の敢戦の場所に近い“青海"(=Azov海)の方へひ

かれて行った，という SlovorJ)表現は， Igor'軍の壊滅を培示していると考えて少しも無理がなく，

この意味で Jakobsonたちの解釈はとくにすぐれていると思われます〈ただ， 強いて言うなら，

，lle6pbCKHの意味のとり方に多少の難点があるかもしれません). Nahtigalは，マタイ伝 xxiii，33 
opheis， .•• pos phugete apo tes kriseos tes geennesが南ロシアのいわゆる Jur'evskijaprakos 
で zmija.. . kako ubezite ot'b suda dbbrbSkaagoと訳出されていることに注目して dbbrbSk'bを

“iz deber" (“谷から出て来た")と解し (82)， P 6t.lIIa ，lle6pb KHcaH回以下を 6色凶克江b匂b-
ClJ，H caHH H He C'blIIJIH K'b cHHeMy MOpIOと読み，“sobili iz deber zmaji in niso od註 ksinjemu 

morju" (竜が谷から出て， しかも青海の方へ去らなかった)と訳しています (41)が，元来 mora-
vismeであってロシアの文献にはほとんど用問のない sani(=draco;チェック語 san参照)がなぜ

ここに出てくるのか〈上掲福音書のテクストの opheisは zmijaと訳され， しかもこの zmijaは文法

的iこはむbrbskaagoと何の関係もない複数呼格ですλまたそれがなぜ青海の方へ行かなかったのか，
また 6も山aが aoristであるのに C'b出JIHが perfectであるのはどういうわけか， ということについ

てはなんら説明していません.また Lixaとev(19， 89)の新しい解釈 6も回aぇe6pbKH完H兄， H Heco・

lIIac匁 K'bcHHeMy MOpIO (= CTO兄JIKHeBCK沼詮 JIec，H nOHeCJIHCb [BOpOHbI] K cHHeMy MOpIO) は

stylisticな難点があるうえに，瓦e6pbが単数なのに，動詔 6色沼aがなぜ複数なのかをあきらかにして

いません.

102. rトムータラカンをばおとさんとて」一-J nOHCKaTH rpa，lla T'bMyTopoKaHH (A Tl¥IyTOpO・

KaI悶)これは 19or'の遠征の窮撞の自的が，元来は， Igor'もそのひとりである Ol'goviCiの勢力範囲

であり，当時おそらく polovcyの手中に島ったと患われる Tmutarakan'の奪回にあったことを暗示

するもののごとくです.J 29の注参黒.
「ドンの水をばかぶとに汲んで乾さんとてJ一一JHcnHTb lIIeJIOMOMb江OHyJ 13 と同じ表現で，
“Don地方を征伏しようとして"の意味.
103. rたたかうこと三日にしてJ一一JB'b .r. (A 3H) ，lleHb Kajaly汚酵のたたかいの三日め，す
なわち 1185年 5月 5日， 日曜日をさします.なお J70参顕.
「天百二つ設がらに」一一J江Bac(o)♂HlJ，a (PA COJIHlJ，a) Igor'と Vsevolodを指します.なお J44 

“自つの百円参照.
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104. <<かくてかのカヤノレイーの流るるあたり，光は闇に呑まれてござります.

105. <<ポーロヴェツびとは得たりや応と， さながち豹のうからのごとく， ロシアの国を

ばのし歩き，大いなる擾乱は遠くフンの地に及んでおります.

106. <<奄辱すでに栄光を圧し.

107. <<暴虐すでに自由を打ち，

108. <<ジフすでに大地をおそう.

「もえさかる火の柱二つながらに.J--Jo6a 6arp匁悶克 CTJl'bna 19or'， V sevolodの“二つの太陽"

から発するこ条の光線，つまり南公のひきいる軍勢を指します.

「新見.• .二つながら」一-J MOJlOD.aH Mt.cHll，a (A Mも CHll，a) (PA はこ勺あとに， OJler'b H 
CB匁T'bCJlaB'b[A CB冗T'bCJlaBも]を加える)年代記 lpatij本によれば 19or'，Vsevolodと共に 1185

年の遠征に参加したの辻 19or'の長子 Vladimirと甥の SvjatoslavOl'govi己で， 1175年生まれの

Igor'の子 Olegは加わっていなかったはずですから， PAの OJleI屯 HCB幻''bCJlaB'bはいかにも奇

異に戚じられます.またかりに Svjatoslavを 01egと同じく Igor'の子を指すものと考えるとして

も，遠征に参加しなかったOleg と Svjatoslavのおさない兄弟がたたかいの“三日め"に“聞に

かくれた"(JニPTbMOIO CH nOBOJlOKOcTa)というの辻何を意味するかはなはだあいまいです.この

3字にかんしてはいろいろの意見が出されていますが， J 103のD.Bac( 0 )JlHll，aにも， o6a 6ar戸Ha兄

CTJl'bnaにも，いな，“太湯"の metaphorをはじめて思いている J44の・2・C(O)JlHll，a(四つの太
揚)にすら，なんら国有名認が前加されておらず， しかもこれらの表現が context!こよって当時の読

者には容易に理解できたにちがいないことを考えあわせると，これを後代の(しかも誤った)注釈が本

文のなかへまぎれこんだものとする LaGesteの解釈が.おそらくもっとも当をえているのではない

かと思われます.

105. p. nO PyCKO註3eM五Hn予OCTpO出 ac冗口OJlOBll，H，aKH napD.Y)Ke rHも3D.O，H B'b MOpもnorpy・

3HCTa， H BeJlHKOe 6y註CTBOnOD.aCTb XHHOBH. H B'b MOpもから XHHOBHまでの部分は，動詞

norpy3HcTa， no江aCTbがそれぞれ dual，sing.で，前の npOCTpo出 ac匁 (pl.)と一致しませんので，

たいていの校訂者は nOD.aCTbを noぇaCTaに訂正したうえ， J 103 MOJlOぇa兄 MもC克江aT'bMOIO C兄

nOBOJlOKOCTa (重訳“二つの新月が寵におおわれた'うのあとへ持って行くのがならわしになってい

ます(剖えばLixaとev，20， N. K. Gudzij， Xrestomatija， 65). La Gesteもmetathesisには当然同意
していますが，ただめ HBeJlHKOe 6y詰CTBOnOD.aCTb XHHOBHは Pの位置にとどめ， 2) H B'b MOpも

(JC匁挿入)norpy3HcTaを o6a6arpHHa冗 CTJl'bna noracoc花(直訳“二つの真紅の註が浩えた")

のあとへ移している今が新しい試みです.理由としては， 1) については Zadon記ina の parallel

passageが Pの類序を支持していること， 2)について辻， 年代言己 Ipatij本の“pyCbC'b 15 My)Kb 

yTeKlIIH， a KOByeMb MHもe，a n予OQHHB MOpもおCTono医a(N. K. Gudzij， Xrestomatija， 74参照、)

が示すように r海へ沈んだ.J(B'b MOpも[C冗]norpy3HcTa)のは，“二つの薪月"で誌なく，“二つ

の真紅の柱"つまり 19or'と Vsevolodの軍勢であること，をあげています (LaGeste， 87 f.). 

「フンの地に」一一J(= PA) XHHOBH Xin'b (sg.) ， Xinove (pl.) f土， La Geste， 123によれば Hun

族のスラヴ名で， Slovoではみずからをその後詰と考えていたハンガリア人を指します r擾吉しがハ

ンガリアに及んでいる」というのは， 19or' の敗戦によって， ロシアの西方の敵たるハンガリアもま

た活援な動きを見せはじめたことを意味します.現に 1188年，ハンガリア人の王 BelaIII (1173-96) 

が， Jaroslavの死 (1187)後おこった Gal誌の内乱に干渉し，息子 Andrejを一時 Ga1iじの公金に

つけたことはこのことを端的に証拠だてています(除村吉太部訳， ロシア年代記， 490丘参照). 

108. rジフ.JDivについては J29の注参頭.
109. rゴートのうましおとめら.J--}rOTbCKbI兄 (PrOTCKi封印aCHbI兄油BbI このゴート人は

言うまでもなく， XVI-XVII世紀ごろまでクリミアに残っていたクリミア・ゴート族(Krymskiegot討

を指します. XII末， クリミアは polovcyの勢力範囲だったので，役らの戦勝によってクリミアの港

に多数の奴隷がもたらされた場合，この地方のゴート族もまた経詩的にうるおったであろう

91 



ど

木村彰一訳

109. <<ゴートのうましおとめらは， 青揮の岸べに歌声とどろかせ， ロシアのこがねうち

ならしつつ，ありし自の悲運をしのび，かのシャロカンの恥すすぎ得たちとふしお

もしろくはやしておれど，

110. <<われら従士の面々はむなしく歓喜にかわくのみ》

5yCOBOはゴート入の少女たちが，ゴート族の Antes(つまり東スラヴ人)にたいする勝科をたたえ
る，という意味に解釈されています(Lixacev，430; Nahtigal， 83参照)， La Gesteは， PA 5yCOBO 

を J98で“からす"の形容詞として用いられたと民じ語と考え， BpeM匁 OyCOBOをBpeM兄 xMypoe
(192)， ce temps lugubre (59)等と訳しています.もっとも，このフランス訳は“〈現在のロシアに
とって〉暗い時代"という意味をあらわしているようですが，もうひとつ“(昔の， Sarukanがロシア

軍に敗れ， polovcyが， したがってまた gotyが悲境に沈んだ〉暗い時代"という解釈もなり立つう

え，この方が contextvこよヲよく適合するように思いますので，か9にその意味にとって上のように
訳しました.
γかのシャロカンの . .はやして-1 ~--J JIeJIもIOT'bMeCTb立lapoKaHぬ polovcyの汗であり， Igor' 

とたたかった polovcyの汗のひと雪 Konとak(J 42参照)の担父にあたるきarukanについては，年
代記 Lavrentij本 1107年の項に次のような記事があります:“その同じ年に， Bonjak，老いたる

きarukan及びその地多くの公たちが来て， Lubenの周辺にとどまった.Svjatopolk， Vladimir， Oleg， 

Svjatoslav， Mstislav， Vja記slav，Jaropolkが polovcyを攻めるために Lubenにむかい，昼の 6時

現に Sulaを渡り，彼らに対してときの声をあグた.polovcyは驚樗し，恐揮のあま予軍旗をすら立て

ることができず，ある者は馬にとびのり，ある者は徒歩で，逃げ出した.わが軍は彼らを追いつつ彼

らを殺し辻じめ，飽の者は手でとらえはじめた，そして Xorolにいたるまで彼らを追った.Bonjak 

の兄弟 Tazを殺し， Sugr・とその兄弟を捕えた. Sarukanはかろうじて逃れた (Pov.vr. let， op. 

cit.， 186;原文省略)."polovcy，したがつてまた g伊ot匂yの立場からすれば Igor'軍tにこたいする 1江18お5年
の大勝}にこよつてこのsおa出rれ'1叫1

92 

t_:剤費鳥時制


